
国立精神・神経医療研究センターにおける

解 説

1. 日本では、病理解剖を施行された確実例の症例が欧米に比し少ない。
2. 特に、生前プリオン病と診断されていて、解剖により否定される場合や臨
床的に完全に否定してプリオン病の事があることから、病理解剖による診
断は重要かつ公衆衛生学的観点からも必須といえる。

プリオン病解明の取り組み

研究分担者：国立精神・神経医療研究センター 高尾昌樹

令和３年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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プリオン病サーベイ
ランス症例の増加

“ほぼ確実例”は増加

病理解剖による“確実
例”が日本で少ない

病理解剖を推進して確
定診断症例を増やすこ
とが重要

13例 臨床的にプリオン病
が考えられて解剖

9例 プリオン病 （1例は
病理未確定）

3例 プリオン病否定（1例
は硬膜移植例と臨床診断さ

れていた）

2例 臨床的にプリオン病
が考えらていなかった

1例:サーベイランス委員
会で否定されたが病理解剖
でプリオン病が確定

1例:生検では否定的で
あったが病理解剖でプリオ

ン病が確定

インシデント対象3例の病理解剖を施行し
診断を確定

各施設の手術器具消毒法の確認、感染予防
の観点から病理解剖の貢献は大きい

令和2～3年度


